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なかとんべつ町議会だより２０３号 ２

第３回
定例会
第３回
定例会

　平成３０年第３回定例会が、９月５日から７日まで３日間の会期で開かれました
が、５日の審議を終了し、６日から開催される「決算審査特別委員会」の準備を進
めたところで、６日早朝に発生した北海道胆振東部地震に伴う全道的な停電被害を
受け、避難所の開設や水道施設の維持、酪農家の搾乳業務支援や全戸訪問による情
報収集など、想定される障害に対する全職員の対応が必要となったことから、電気
が全面復旧されるまで議会の開催を見送ることとしました。その結果、定例会は会
期を２日残しながら自然閉会となったため、９月１８日に改めて第６回臨時会を招
集し、審議未了の議案について再提案し審議を行いました。また、本誌「議会だよ
り」の発行もひと月遅れの１１月発行となったことをお詫び申し上げます。
　５日の定例会初日の報告で「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政
健全化法）に基づく健全化判断比率では、本町は平成２９年度決算で実質公債費率
が０.３％（健全化判断基準２５.０％）と、着実に財政健全化が進んでおり、また、
資金不足比率等の報告では、いずれの会計も資金不足が生じておらず、資金不足比
率は算定されないと報告がありました。
　町長の行政報告では、①平成３０年度普通交付税について、昨年度の基準財政収
入額の過大算定の影響により、３億５千万円が増額となったこと。②７月２９日に
知駒峠の道道で交通死亡事故が発生し、死亡事故ゼロの記録が１５３９日で終了し
たこと。③大崎上島町の７月豪雨による被災状況について報告がありました。教育
長の教育行政報告では、①未来への挑戦「ハワイ英語研修」事業についての研修内
容の報告、②認定こども園学校運営協議会の開催について報告がありました。
　一般質問では、通告順に４議員が、本町が抱える諸問題について、町長に所見を
質しました。
　平成２９年度一般会計ほか７会計の決算は、第６回臨時会において全議員で構成
する「決算審査特別委員会」（宮崎泰宗委員長）に付託され、審査を行いすべて認
定されました。
　日程の最後には、「林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求
める意見書」を発議し、全会一致で可決されました。



なかとんべつ町議会だより２０３号３

第３回定例会で
　　　　決まりました
第３回定例会で
　　　　決まりました

　

議
案
第
54
号　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

　

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

国
で
は
、
行
政
機
関
に
係
る
申
請
、
届
け
出
な

ど
の
手
続
き
に
関
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
手
続
き
を
電
子
的
に
申
請
、

届
け
出
等
の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
条
例
を
整
備

す
る
も
の
。

　

議
案
第
55
号　

税
条
例
（
一
部
改
正
）

　

議
案
第
56
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４

千
３
１
２
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は

43
億
９
千
５
８
２
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
に
位
置
付

け
ら
れ
た
経
営
体
が
行
う
事
業
施
設
の
新
設
に
対

し
、
企
業
誘
致
促
進
事
業
の
助
成
金
と
し
て
１
億

円
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
業

務
委
託
料
１
８
５
万
円
（
総
務
費
）
、
介
護
保
険

被
保
険
者
に
対
す
る
敬
老
給
付
金
３
３
８
万
円
（

民
生
費
）
、
農
業
担
い
手
育
成
事
業
の
新
規
就
農

者
経
営
自
立
安
定
補
助
金
１
千
２
０
０
万
円
（
農

林
水
産
業
費
）
、
商
工
業
事
業
継
承
支
援
補
助
金

１
千
万
円
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
厨
房
修
繕
１
７
２

万
円
、
観
光
組
織
設
立
補
助
金
１
７
０
万
円
（
商

工
費
）、
橋
梁
修
繕
事
業
１
５
０
万
円
（
土
木
費
）、

町
民
セ
ン
タ
ー
渡
廊
下
解
体
工
事
２
６
１
万
円
（

教
育
費
）
、
水
道
事
業
特
別
会
計
及
び
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
１
３
８
万
円
な
ど
を

追
加
す
る
も
の
。

　

議
案
第
57
号　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億
８
千

２
９
０
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
務
処
理
シ
ス
テ

ム
保
守
委
託
料
26
万
円
、
退
職
被
保
険
者
還
付
加

算
金
94
万
円
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
。

　

議
案
第
58
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　

補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に
変
更

は
無
い
が
、
資
本
的
収
支
既
決
予
定
額
を
３
千
１

８
０
万
円
に
。

　

資
本
的
支
出
で
管
理
人
及
び
出
張
医
住
宅
建
設

に
伴
う
設
計
支
援
業
務
委
託
料
７
２
９
万
円
を
計

上
す
る
も
の
。

　

議
案
第
59
号　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
３
０

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
９
千
４
２

２
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
施
設
修
繕
料
１
３
０
万
円
を
追
加

す
る
も
の
。

　

議
案
第
60
号　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
４
１

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億
３
千

３
５
７
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
介
護
保
険
事
業
に
係
る
国
・
道
返

還
金
３
１
６
万
円
、
地
域
支
援
事
業
の
精
算
に
よ

る
国
・
道
交
付
金
返
還
金
１
１
８
万
円
な
ど
を
追

加
す
る
も
の
。

　

議
案
第
61
号　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

　

計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
３
千
１
５
３
万

円
に
。

○○○

○○○

○○

議
決
さ
れ
た
議
案
等

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
東
海

林
繁
幸
委
員
長
）
で
は
、
第
３
回
定
例
会
会

期
中
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た
議
案
第
54
号
及

び
第
56
号
の
審
査
の
結
果
、
次
の
意
見
を
付

し
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
審
査
意
見
】

　

①
町
民
セ
ン
タ
ー
渡
廊
下
解
体
に
際
し
、

本
来
は
確
実
な
維
持
管
理
を
す
べ
き
で
あ
る

が
、
今
後
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
踏

ま
え
た
建
築
を
望
む
。

　

②
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ァ
ー
ム
の
建
設

に
際
し
、
大
型
車
両
の
通
行
を
考
え
、
早
急

な
道
路
整
備
を
望
む
。

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

（
９
月
５
日
）



　

有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
費
に
２
７
７
万

円
（
農
林
水
産
業
費
）
、
コ
テ
ー
ジ
外

装
塗
装
工
事
に
３
９
８
万
円（
商
工
費
）、

橋
梁
補
修
費
に
３
６
０
万
円（
土
木
費
）、

寿
野
外
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
費
に
３

３
７
万
円
（
教
育
費
）
を
追
加
。

　

平
成
30
年
第
５
回
臨
時
会
が
８
月
17

日
招
集
さ
れ
、
南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

諸
般
の
報
告
に
て
議
長
か
ら
佐
藤
奈

緒
議
員
が
７
月
31
日
付
で
辞
職
願
が
提

出
さ
れ
、
同
日
付
で
許
可
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
南

宗
谷
衛
生
施
設
組
合
議
員
が
１
名
欠
け

る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
補
欠
の
組
合
議

員
を
選
挙
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
で

す
。

　

選
挙
第
３
号　

南
宗
谷
衛
生
施
設
組

　

合
議
会
議
員
の
選
挙

　

議
長
に
お
け
る
指
名
推
選
に
よ
り
、

全
会
一
致
で
宮
崎
泰
宗
議
員
が
当
選
し
、

任
期
は
、
平
成
31
年
４
月
30
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

○

なかとんべつ町議会だより２０３号 ４

○○ 以
下
は
報
告
案
件

　

報
告
第
５
号　

平
成
29
年
度
健
全
化
判

　

断
比
率
の
報
告

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
（
財
政
健
全
化
法
）
の
規

定
に
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
住
民
に
公
表

さ
れ
る
も
の
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
15
％
）

②
連
結
実
質
赤
字
比
率　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
20
％
）

③
実
質
公
債
費
比
率　
　

０
・
３
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
25
％
）

④
将
来
負
担
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
350
％
）

【
監
査
委
員
の
審
査
意
見
】

　

実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
22
年
度
か
ら

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
公
債
費
比
率
の
逓
減
に
努
め
、

よ
り
一
層
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　

報
告
第
６
号　

平
成
29
年
度
資
金
不
足

　

比
率
の
報
告

　

審
査
の
対
象
と
な
っ
た
病
院
、
水
道
、

下
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率
（
基
準
20

％
）
は
、
い
ず
れ
も
算
定
さ
れ
な
い
。

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

（
東
海
林
繁
幸
委
員
長
）
は
、
町
内

工
事
視
察
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

第
４
回
臨
時
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

視
察
場
所

　

中
頓
別
富
桑
鉱
山
製
品
工
場

（
字
上
駒　

㈱
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
）

調
査
結
果

　

貝
化
石
を
加
工
す
る
機
械
設
備
、

製
造
工
程
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
が
、
電
気
設
備
工
事
の
遅
れ
に
よ

り
稼
働
時
の
粉
塵
、
騒
音
等
の
状
況

が
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
稼
働

後
に
改
め
て
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

平
成
30
年
第
４
回
臨
時
会
が
７
月
２

日
招
集
さ
れ
、
報
告
１
件
、
承
認
１
件

と
２
議
案
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

報
告
第
４
号　

平
成
29
年
度
介
護
保

　

険
事
業
特
別
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越

　

計
算
書
の
報
告

　

平
成
29
年
度
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改

修
後
の
シ
ス
テ
ム
誤
作
動
等
に
よ
る
年

度
内
の
未
払
い
に
対
す
る
も
の
。

　

承
認
第
４
号　

専
決
処
分
の
承
認

　

（
一
般
会
計
補
正
予
算　

６
月
19
日

　

専
決
）

　

規
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ

れ
１
７
３
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
は
42
億
３
千
８
７
４
万
円
に
。

緊
急
を
要
す
る
学
校
給
食
事
業
の
エ
ア

コ
ン
修
繕
工
事
に
１
７
３
万
円
（
教
育

費
）
を
追
加
。

　

議
案
第
52
号　

特
別
職
の
職
員
の
給

　

与
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
事
務
処
理

ミ
ス
に
対
す
る
責
任
と
し
て
７
月
の
１

か
月
間
、
給
与
月
額
の
100
分
の
10
を
減

給
す
る
も
の
。

　

議
案
第
53
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

規
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ

れ
１
千
３
９
６
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
の
総
額
は
42
億
５
千
２
７
０
万
円

に
。

い
き
い
き
ふ
る
さ
と

　
　

常
任
委
員
会
報
告

（
６
月
27
日
調
査
分
）

（
８
月
17
日
）

第
５
回
臨
時
会
結
果

（
８
月
17
日
）

第
５
回
臨
時
会
結
果

○○○○
第
４
回
臨
時
会
結
果

（
７
月
２
日
）

第
４
回
臨
時
会
結
果

（
７
月
２
日
）

富桑鉱山製品工場の視察状況



なかとんべつ町議会だより２０３号５

質
　
問

●
子
ど
も
の
自
立
を
促
す
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
現
代
の
子
ど
も
は
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
な
ど
、

自
立
で
き
な
い
子
ど
も
や
将
来
に
希
望
を
持
た
な

い
、
夢
を
持
た
な
い
子
ど
も
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　
子
ど
も
が
自
分
の
経
験
や
知
識
か
ら
考
え
、
判

断
し
、
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
中
で
、
重
要
な
の
は

「
生
き
る
力
」
と
自
立
、
自
己
決
定
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
中
頓
別
小
・
中
学
校

に
お
け
る
子
ど
も
の
自
立
を
目
指
し
た
取
組
み
に

つ
い
て
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員

答
　
弁
　
○
田
邊
教
育
長

　

小
学
校
、
中
学
校
と
も
、
子
ど
も
の
自
立
を
目

指
し
た
取
組
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
基
礎
的
・

汎
用
的
能
力
を
教
育
課
程
の
中
で
身
に
付
け
さ
せ

る
と
と
も
に
、
人
間
関
係
や
社
会
形
成
能
力
、
自

己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
、
課
題
対
応
能
力
、
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
は
中
頓
別
探
検
隊
、

中
学
校
は
産
業
体
験
（
１
年
）
、
職
業
体
験
（
２

年
）
、
上
級
学
校
訪
問
（
３
年
）
を
実
施
、
保
護

者
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
を
対
象
に
し
た
成
果

発
表
会
が
、
土
曜
日
授
業
や
学
校
祭
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
運
動
会
や
学
芸
会
、
学
校
祭
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
活
動
や
部
活
動
、
修
学
旅
行
、
ハ
ワ

イ
英
語
研
修
」
も
子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
促
す
一

助
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

質
　
問

●
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
つ
い
て

　
公
的
機
関
と
し
て
の
雇
用
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

わ
が
町
の
雇
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

地
方
公
共
団
体
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
、
一
般

の
民
間
企
業
の
障
が
い
者
雇
用
率
を
下
回
ら
な
い

率
を
も
っ
て
定
め
る
と
さ
れ
、
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
２
．
５
％
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
当
町
で
は
３
名
の
方
を
雇
用
し
、
国
か
ら

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
計
算
方
式
に
よ
り
３
．
５
９

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
障
が
い
者

の
方
の
雇
用
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

東
海
林 

繁 

幸 

議
員

田　邊　彰　宏　教育長
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質　

問

●
貝
化
石
の
商
品
企
業
化
に
つ
い
て

　

工
場
は
稼
働
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
商

品
の
実
態
が
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
町
と
し

て
こ
の
状
況
を
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

旧
中
頓
別
農
業
高
等
学
校
跡
地
を
活
用
し

て
新
設
し
ま
し
た
「
中
頓
別
富
桑
鉱
山
製
品

工
場
」
は
、
今
年
２
月
に
工
場
開
設
に
向
け

ま
し
た
工
事
に
着
手
し
、
６
月
末
に
完
成
、

７
月
10
日
か
ら
工
場
の
操
業
を
開
始
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

操
業
後
は
販
売
に
向
け
た
試
作
品
、
商
品

の
製
造
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現

在
、
販
売
す
る
た
め
の
許
可
手
続
き
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
９
月
上
旬
に
は
肥

料
等
の
商
品
に
つ
い
て
販
売
開
始
が
で
き
る

見
込
み
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

質　

問

●
特
別
職
報
酬
に
つ
い
て

　

第
２
回
定
例
会
で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
質

問
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
報
酬
額
の
適

正
な
基
準
に
つ
い
て
も
一
切
を
審
議
会
に
委

ね
る
、
改
正
時
期
は
本
年
度
中
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
９
月
と
な
り
審
議
会
の
結
論
は
い

つ
頃
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

平
成
30
年
第
２
回
中
頓
別
町
議
会
定
例
会

で
答
弁
致
し
ま
し
た
と
お
り
、
第
１
回
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
は
平
成
30
年
５
月
21
日
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
第
２
回
審
議
会
は
６

月
29
日
に
開
催
を
行
い
、
具
体
的
な
報
酬
の

改
正
に
つ
い
て
ご
審
議
頂
い
て
お
り
、
次
回
、

第
３
回
審
議
会
は
９
月
14
日
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

当
面
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
ま
し
て
は
、

第
３
回
審
議
会
で
報
酬
改
正
の
協
議
を
終
え
、

10
月
開
催
の
第
４
回
審
議
会
で
答
申
と
い
う

流
れ
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
、

答
申
内
容
を
議
会
に
ご
報
告
し
、
改
正
が
必

要
で
あ
れ
ば
方
針
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質　

問

●
中
頓
別
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
に
つ
い
て

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
自
然
・
物
件
・
食
な
ど
の

観
光
資
源
に
精
通
し
、
地
域
と
協
同
し
て
観

光
地
域
づ
く
り
を
行
う
法
人
と
し
て
欧
米
な

ど
で
広
が
っ
て
お
り
、
本
町
で
も
10
月
に
一

般
社
団
法
人
を
設
立
す
る
予
定
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
本
町
の
観
光
振
興
を
担
う
「
中
頓

別
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
関
連
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
敏
音
知
地
区
を
中
心
と
し
た
観
光
振
興

が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
法
人

の
名
称
、
社
員
や
理
事
、
従
業
員
や
資
金
等
、

体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

　

②
本
町
の
観
光
振
興
に
お
け
る
具
体
的
な

目
標
と
目
標
が
達
成
で
き
な
い
場
合
の
責
任

所
在
、
ま
た
新
法
人
に
何
か
あ
っ
た
場
合
の

責
任
の
所
在
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

③
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
や
道
の
駅
等
の
収
益

事
業
の
運
営
に
つ
い
て
、
現
在
の
指
定
管
理

者
で
あ
る
中
頓
別
観
光
開
発
株
式
会
社
や
中

頓
別
町
観
光
協
会
と
の
折
り
合
い
は
つ
い
て

い
る
の
か
。

　

④
中
頓
別
観
光
開
発
株
式
会
社
は
消
滅
す

る
こ
と
が
濃
厚
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
伴

う
資
本
金
の
清
算
等
は
行
わ
れ
る
の
か
。

　

⑤
中
頓
別
町
観
光
協
会
の
存
続
と
観
光
協

会
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

①
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
新
た
な
法

人
の
名
称
や
定
款
を
は
じ
め
、
組
織
体
制
や

事
業
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
新
た
な
組
織
の
中

心
的
な
存
在
と
な
る
専
務
理
事
の
候
補
者
は
、

当
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
６
月
に

着
任
し
た
が
、
地
域
の
状
況
や
各
施
設
の
運

営
状
況
等
の
把
握
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か

ら
、
設
立
に
向
け
た
作
業
は
遅
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

　

10
月
１
日
の
設
立
と
い
う
の
は
難
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
９
月
中
に
準
備
団
体
を
設
立

し
た
い
。

　

②
新
た
に
策
定
し
た
観
光
振
興
計
画
は
、

家
族
や
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
自
然
体
験
等

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員
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を
提
供
す
る
中
で
本
町
の
魅
力
を
伝
え
、
交

流
人
口
や
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
現
在
検
討
し
て
い
る
新
組
織

の
事
業
計
画
の
な
か
で
も
、
数
値
的
な
目
標

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
で
は
、
社
員
総
会

が
理
事
の
任
命
や
議
決
権
を
持
つ
意
思
決
定

の
機
関
に
な
る
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
２
名

以
上
必
要
と
な
る
社
員
の
う
ち
１
名
は
町
が

担
い
責
任
を
負
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

③
中
頓
別
観
光
開
発
（
株
）
で
は
、
ピ
ン

ネ
シ
リ
温
泉
の
運
営
に
関
す
る
町
か
ら
の
指

定
管
理
解
除
に
つ
い
て
、
本
年
５
月
に
開
催

さ
れ
た
第
31
期
定
期
株
主
総
会
で
提
案
さ
れ
、

株
主
か
ら
の
承
認
を
受
け
て
お
り
、
中
頓
別

町
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
等
山
村

交
流
施
設
の
管
理
運
営
に
係
る
指
定
管
理
の

解
除
に
つ
い
て
役
員
会
等
で
説
明
し
、
確
認

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

④
中
頓
別
観
光
開
発
（
株
）
は
、
新
法
人

へ
温
泉
の
運
営
が
移
行
さ
れ
た
後
、
会
社
を

清
算
す
る
こ
と
で
本
年
度
の
定
期
株
主
総
会

で
の
承
認
を
受
け
て
お
り
、
株
主
総
会
の
な

か
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
開
発
（

株
）
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
い
る
期
間
内
で
、

こ
れ
ま
で
の
損
失
分
を
清
算
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
現
在
経
営
努
力
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

⑤
町
観
光
協
会
へ
の
協
力
は
今
後
も
惜
し

ま
ず
、
た
と
え
観
光
協
会
が
解
散
し
て
も
、

そ
れ
が
原
因
で
イ
ベ
ン
ト
等
が
無
く
な
る
こ

と
は
防
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

●
東
野
町
と
の
姉
妹
縁
組
に
つ
い
て

　

本
町
の
開
拓
の
祖
の
出
身
地
で
あ
る
広
島

県
大
崎
上
島
町
東
野
と
の
地
域
間
交
流
は
、

協
定
の
締
結
（
平
成
２
年
）
か
ら
約
30
年
が

経
ち
、
転
機
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
る
。
近

年
は
特
産
品
の
交
流
だ
け
が
目
立
ち
深
化
し

て
い
な
い
。
人
的
交
流
を
盛
ん
に
す
る
と
と

も
に
協
定
に
あ
る
友
好
促
進
に
努
め
る
べ
き

と
思
う
が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

大
崎
上
島
町
（
旧
東
野
町
）
と
の
交
流
は
、

青
少
年
交
流
事
業
の
実
現
に
向
け
た
協
議
を

進
め
る
中
で
、
平
成
元
年
に
旧
東
野
町
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
「
根
っ
か
ら
祭
」
に
招
か
れ
、

当
町
か
ら
訪
問
団
を
派
遣
。
関
係
者
に
よ
る

協
議
を
重
ね
、
７
月
に
小
中
学
生
を
中
心
と

す
る
青
少
年
交
流
団
の
派
遣
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
翌
月
に
は
東
野
町
の
町
長
と

教
育
長
が
町
開
拓
80
周
年
町
制
施
行
40
周
年

の
記
念
式
典
に
出
席
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
両

町
の
友
好
と
交
流
の
一
層
の
発
展
を
祈
念
し
、

平
成
２
年
に
姉
妹
縁
組
の
協
定
を
締
結
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
は
青
少
年
交
流
、
町
民
の
相
互
交

流
を
毎
年
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

の
間
の
合
併
や
両
町
の
行
財
政
に
関
す
る
見

直
し
の
中
で
、
そ
の
交
流
内
容
も
や
む
を
得

ず
縮
小
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
現
在
は
、

町
民
の
相
互
交
流
を
隔
年
で
行
っ
て
い
る
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

一
度
協
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
後
の
交
流

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
大
崎
上
島
町
と
も
十

分
協
議
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

星 

川 

三
喜
男 

議
員

小　林　生　吉　町長

　スペースの都合上、審議した議案や質疑・
質問と答弁の内容を要約して載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されて
おり、ご覧になりたい方は議会事務局までお
問い合わせください。

質疑・質問は
　　要約されています
質疑・質問は
　　要約されています
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　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委
員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、１２月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせし
ます。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう

○○ 　

冒
頭
の
町
長
行
政
報
告
で
、
９

月
６
日
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
伴
う
停
電
に
対
す
る
本
町
の
対

策
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

承
認
第
５
号　

専
決
処
分
の
承

　

認
（
一
般
会
計
補
正
予
算
９
月

　

10
日
専
決
）

　

大
崎
上
島
町
の
７
月
豪
雨
災
害

に
対
す
る
義
援
金
と
し
て
１
０
０

万
円
を
計
上
す
る
も
の
。

　

発
議
第
２
号　

林
業
・
木
材
産

　

業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
施

　

策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

　

見
書

　

山
村
地
域
を
中
心
と
す
る
雇
用

・
所
得
の
拡
大
に
よ
る
地
方
創
生

に
も
大
き
く
貢
献
す
る
林
業
・
木

材
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
森

林
整
備
事
業
及
び
治
山
事
業
の
財

源
を
十
分
か
つ
安
定
的
に
確
保
す

る
こ
と
な
ど
を
国
に
求
め
る
も
の
。

第
６
回
臨
時
会
結
果
（
９
月
18
日
）

第
６
回
臨
時
会
結
果
（
９
月
18
日
）

　

臨
時
会
開
会
前
、
６
日
早
朝
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
専
決
処
分
１
件
、
定
例
会
で
審
議
未
了
の
平
成

29
年
決
算
審
査
認
定
８
件
と
発
議
１
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

　

人
は
、
生
涯
で
ど
れ
だ
け
心
に
残
る
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
？
思
い
出
は
、
楽
し
い
思
い
出
、
悲
し
い
思
い
出
、

苦
し
い
思
い
出
、
つ
ら
い
思
い
出
な
ど
た
く
さ
ん
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

人
生
を
経
験
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
思
い
出
は
積
み
上
げ
ら
れ
る
。

　

人
生
68
歳
を
超
え
、
巷
で
は
前
期
高
齢
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
人
は
都
合
の
い
い
動
物
で
あ
る
の
を

つ
く
づ
く
感
じ
る
。
今
思
い
出
さ
れ
る
の
は
楽
し
い
思
い
出
の
方
が

常
に
優
先
し
て
私
の
脳
裏
に
出
現
す
る
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
80
歳
を
超
え
て
、
一
昔
前
を
考
え
る
と
こ
れ

だ
け
長
生
き
す
る
と
は
だ
れ
も
想
像
が
つ
か
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
ん
な
少
子
高
齢
化
社
会
（
時
代
）
に
生
き
て
い
て
、
昨
日
ま
で
元

気
だ
っ
た
お
年
寄
り
が
、
お
悔
や
み
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

珍
し
く
な
く
な
っ
た
・
・
・
・
・
・
と
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

あ
る
。

　

決
し
て
人
生
を
終
え
た
の
で
は
な
く
、
卒
業
し
た
と
思
い
た
い
。

特
に
80
歳
を
超
え
る
と
す
で
に
卒
業
資
格
を
取
得
し
て
い
て
、
元
気

な
う
ち
は
家
の
周
り
の
畑
で
汗
を
流
し
、
公
園
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

気
の
合
っ
た
仲
間
と
興
じ
て
い
る
。
き
っ
と
定
年
以
前
は
必
死
に
な

っ
て
家
族
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
た
に
違
い
な
い
・

・
・
・
・
・
・
。

　

楽
し
い
思
い
出
を
持
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
の
幸
せ
を
感
じ
て

い
る
人
だ
と
思
う
。
そ
の
幸
せ
を
感
じ
る
の
は
自
分
に
対
し
て
で
は

な
く
、
他
人
に
対
し
て
無
償
に
施
し
た
行
為
に
幸
せ
を
感
じ
る
と
い

う
。

　

小
さ
な
町
中
頓
別
町
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
も
が
顔
の
見
え
る
お
せ
っ

か
い
が
可
能
だ
と
思
う
。
与
え
る
方
も
与
え
ら
れ
る
方
も
違
和
感
が

な
い
素
直
に
施
し
受
け
入
れ
抵
抗
感
が
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

い
つ
ま
で
も
そ
ん
な
中
頓
別
町
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人　

西
浦　

岩
雄
）

『  

思  

い  

出  

作  

り  

』
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一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で
46
億
４
千
４
百
万
円
に
の
ぼ
る

平
成
29
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
の
審
査
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
５
億
８
百
万
円
、
歳
出
で
４
億

７
千
百
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
平
成
28
年
度
の
21
億
９

千
万
円
か
ら
３
億
２
千
７
百
万
円
減
の
18
億

６
千
３
百
万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
の
歳
入

総
額
34
億
６
千
６
百
万
円
に
占
め
る
割
合
（

依
存
度
）
は
約
54
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
交

付
税
減
少
の
主
な
要
因
は
、
基
準
財
政
収
入

額
の
う
ち
法
人
税
割
を
過
大
算
定
し
、
誤
っ

た
数
値
を
報
告
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

次
年
度
以
降
に
錯
誤
措
置
額
と
し
て
今
回
の

減
少
分
が
交
付
さ
れ
る
対
応
が
と
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
２
・
６
％
か

ら
さ
ら
に
改
善
し
、
０
・
３
％
（
表
３
②
備

考
欄
）
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
借
入
金
返
済
の
割
合
は
低
け
れ

ば
低
い
ほ
ど
良
く
、
町
の
収
入
の
半
分
以
上

を
占
め
る
た
め
、
将
来
の
不
測
の
財
政
負
担

に
備
え
、
今
後
も
行
財
政
改
革
を
進
め
、
比

率
を
低
下
さ
せ
る
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

歳
入
で
は
町
税
、
使
用
料
等
の
収
入
未
済

（
滞
納
額
）
が
、
前
年
度
に
比
べ
９
万
円
減

少
し
て
お
り
、
不
納
欠
損
額
（
町
税
等
が
徴

収
不
能
と
判
断
さ
れ
た
金
額
）
が
32
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
基
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金

を
は
じ
め
と
す
る
15
基
金
の
合
計
で
、
前
年

度
末
に
比
べ
千
４
百
万
円
減
少
し
、
43
億
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
基
金
が
減
少
し
た
主

な
要
因
は
、
地
域
活
性
化
基
金
４
千
万
円
が

増
え
た
も
の
の
、
長
寿
園
施
設
改
修
拡
張
事

業
基
金
千
５
百
万
円
、
公
共
施
設
整
備
等
基

金
２
千
７
百
万
円
、
地
方
創
生
基
金
千
４
百

万
円
の
取
り
崩
し
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

町
全
体
の
公
債
費
の
借
入
（
元
金
）
残
高

（
表
２
）
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設

整
備
助
成
事
業
に
２
億
７
千
５
百
万
円
を
借

り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
借
入

額
が
５
億
５
千
４
百
万
円
と
な
り
、
償
還
額

が
４
億
７
千
３
百
万
円
、
こ
の
結
果
、
前
年

度
末
に
比
べ
８
千
万
円
増
加
し
、
49
億
４
千

８
百
万
円
に
な
り
、
町
民
一
人
当
り
約
２
８

３
万
円
の
借
金
額
は
前
年
度
と
比
較
し
約
８

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
前
年
度
に
比

べ
４
千
万
円
あ
ま
り
減
少
し
、
４
億
６
千
５

百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
の
医
療
給
付
費
の
減
に
よ
り
２
千
５

百
万
円
、
下
水
道
事
業
会
計
は
３
百
万
円
、

国
民
健
康
保
険
病
院
が
７
百
万
円
減
額
と
な

っ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

　

特
別
会
計
の
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入

に
よ
っ
て
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
が
基
本
で

す
が
、
実
態
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

よ
っ
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後

も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月
18
日

に
全
議
員
に
よ
る
審
査
を
行
い
、
認
定
第
９

号
一
般
会
計
か
ら
、
認
定
第
16
号
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
ま
で
の
８
会
計
の
平

成
29
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

　町の各会計の決算は、地方自治法の規定に基づき、監査委員の
意見を付して議会に提出され、認定の可否を決めるものです。
　議会は予算が適正に執行されていることを審査するとともに、
住民に代わって行政効果を検証します。
　当初、第３回定例会で審査する予定でしたが、自然閉会となっ
たため急遽臨時会を招集し、全議員で構成する「決算審査特別委
員会」（宮崎泰宗委員長）を設置し、平成２９年度の一般会計を
はじめとする８会計すべての歳入・歳出決算が認定されました。

平成2９年度　決算審査特別委員会平成2９年度　決算審査特別委員会

実
質
公
債
費
比
率
０･

３
％

基
金
残
高
15
件
、
43
億
百
万
円
に

全
会
計
決
算
を
認
定
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（表-１）平成２９年度　一般会計及び特別会計の決算状況

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

3,583,671,000 3,466,203,118 3,350,164,702 116,038,416 1,685,000

自動車学校事業特会 35,143,000 35,071,529 34,967,479 104,050

国民健康保険事業特会 337,455,000 325,248,086 296,525,707 28,722,379

水道事業特会 89,429,000 88,175,328 87,605,583 569,745

下水道事業特会 91,478,000 90,923,054 90,493,665 429,389

介護保険事業特会 229,676,000 224,767,682 213,480,223 11,287,459 1,906,000

後期高齢者事業特会 27,894,000 27,599,540 27,598,646 894

国保病院事業
（収益的収支） 522,190,000 513,120,892 506,823,839 6,297,053

（資本的収支） 36,643,000 31,631,930 36,412,103 ▲ 4,780,173

4,953,579,000 4,802,741,159 4,644,071,947 158,669,212 3,591,000

一　　般　　会　　計

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

合　　　計

(単位：円）

会　　計　　区　　分 予　算　額
決　　　　　算　　　　　額 翌年度へ繰越

すべき財源

 

 （表-２）公債（町債元金）借入残高の状況

区　　　分 平成28年度末 借入（発行）額 償還額 平成29年度末

一 般 会 計 3,885,134 540,313 399,170 4,026,277
水 道 事 業 特 別 会 計 420,530 32,239 388,291
下 水 道 事 業 特 別 会 計 474,689 40,418 434,271

国民健康保険病院事業会計 86,948 13,400 1,443 98,905

合　　　計 4,867,301 553,713 473,270 4,947,744

（単位：千円）

 （表-３） 財務指標 （普通会計）

 

項　　　目 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 備　考

①経常収支比率 58.9 55.0 55.1 61.9
毎年経常的に収入される財源
のうち、経常的に支出される経
費の割合

②実質公債費比率
（単年度）

5.5 1.9 0.6 △ 1.6

財政健全化法による実質公債
費比率は、この欄の平成27年
度～29年度の３ヵ年平均で算
出。平成29年度=0.3％

③実質公債費比率
（３ヵ年平均）

12.4 8.6 4.9 2.6

公債費負担適正化計画の実質
公債費比率は、②の平成26年
度～28年度の３ヵ年平均で算
出。平成29年度＝2.6％

④財政力指数 0.083 0.086 0.093 0.137
財政力の強弱を表す指標で、１
以上は普通交付税の不交付団
体

⑤標準財政規模 2,370,801 2,421,858 2,340,874 2,318,316
ある程度均衡の取れた行政
サービスを行うために必要な一
般財源の規模

⑥基準財政収入額 200,721 210,311 212,576 475,837 収入が見込まれる税金など

⑦基準財政需要額 2,215,388 2,267,493 2,217,680 2,119,953
一定の行政サービスを提供す
るために必要な財源

（単位：①～③％、⑤～⑦千円）

歳出総額４６億４千４０８万円歳出総額４６億４千４０８万円
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一 
般 

会 

計

　

宮
崎
委
員
長

　

宗
谷
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う
Ｊ
Ｒ
最

終
便
と
の
接
続
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　

笹
原
総
務
課
参
事

　

先
日
の
住
民
説
明
会
に
参
加
者
な
く
、
旬

報
等
で
周
知
す
る
。
最
終
便
の
接
続
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
が
困
ら
な
い
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

　

東
海
林
委
員

　

森
林
環
境
税
の
配
布
に
よ
り
事
務
事
業
量

が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
対
応
で
き
る

体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

小
林
町
長

　

ま
だ
確
定
で
は
な
い
が
道
に
も
職
員
の
派

遣
協
力
の
要
請
を
考
え
、
町
と
し
て
も
将
来

を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

　

星
川
委
員

　

酪
農
振
興
支
援
事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
、
酪
農
家
が
も
っ
と
使
い
や
す
い
形
を
検

討
で
き
な
い
か
。

　

平
中
産
業
課
長

　

本
条
例
は
今
年
度
で
４
年
目
と
な
る
。
関

係
機
関
と
協
議
し
内
容
を
検
討
し
た
い
。

答 問答 問答 問

　

星
川
委
員

　

今
回
の
停
電
に
よ
り
酪
農
家
も
被
害
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
発
電
機
等
の
整
備

を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

小
林
町
長

　

農
協
か
ら
も
相
談
を
受
け
て
お
り
、
十
分

検
討
し
た
う
え
で
対
応
を
考
え
た
い
。

　

星
川
委
員

　

中
華
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の

そ
の
後
の
状
況
と
今
後
の
構
想
を
伺
う
。

　

平
中
産
業
課
長

　

今
年
度
は
受
け
入
れ
体
制
が
整
わ
ず
見
送

っ
た
。
中
華
大
学
と
情
報
交
換
は
継
続
し
て

お
り
、
次
年
度
に
向
け
現
在
協
議
中
で
あ
る
。

　

東
海
林
委
員

　

２
年
目
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　

小
林
町
長

　

住
環
境
等
の
整
備
が
必
要
な
こ
と
と
、
業

務
多
忙
な
こ
と
で
調
整
が
付
か
な
か
っ
た
。

中
華
大
学
側
の
評
価
は
高
く
、
中
頓
別
で
働

き
た
い
者
が
い
る
等
成
果
も
出
て
お
り
、
未

来
あ
る
事
業
と
し
て
応
援
願
い
た
い
。

　

星
川
委
員

　

継
続
し
て
事
業
を
進
め
る
た
め
、
必
要
な

住
宅
等
の
確
保
を
行
政
で
で
き
な
い
か
。

　

小
林
町
長

　

住
宅
を
特
定
し
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
事

業
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

答 問答 問答 問答 問

　

宮
崎
委
員
長

　

前
年
度
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
定
住
促
進
住

宅
は
、
何
カ
月
入
居
が
な
い
の
か
。

　

土
屋
建
設
課
長

　

３
月
完
成
で
６
カ
月
入
居
が
な
い
。
町
外

も
含
め
募
集
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　

宮
崎
委
員
長

　

応
募
し
た
い
が
断
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
話

も
聞
く
が
、
そ
の
辺
説
明
願
い
た
い
。

　

土
屋
建
設
課
長

　

見
学
さ
れ
る
方
は
い
る
が
、
募
集
要
項
を

見
直
し
、
今
後
検
討
す
る
。

　

宮
崎
委
員
長

　

町
外
の
方
が
望
ま
し
い
の
は
わ
か
る
が
、

早
急
に
家
賃
収
入
を
得
る
対
応
を
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
。

　

土
屋
建
設
課
長

　

今
後
検
討
す
る
。

　

東
海
林
委
員

　

固
定
資
産
税
収
入
未
済
額
の
内
訳
は
。

　

小
林
総
務
課
長

　

殆
ど
が
町
外
の
方
で
、
会
社
の
倒
産
や
所

在
不
明
や
破
産
等
で
す
。

　

東
海
林
委
員

　

不
納
欠
損
の
ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

　

小
林
総
務
課
長

　

５
年
経
つ
と
不
納
欠
損
処
理
と
な
る
。

答 問答 問答 問答 問答 問

　

東
海
林
委
員

　

高
い
水
準
に
あ
る
医
療
費
に
つ
い
て
、
抑

制
は
可
能
か
伺
う
。

　

小
林
町
長

　

国
保
全
体
の
加
入
者
の
年
齢
補
正
し
た
資

料
を
後
ほ
ど
提
出
す
る
。
医
療
費
の
抑
制
と

町
民
の
健
康
増
進
に
努
め
た
い
。

答 問

総　
　

務　
　

費

農 

林 

水 

産 

業 

費

主 

な 

質 

疑

決
算
審
査
特
別
委
員
会

商　
　

工　
　

費

土　
　

木　
　

費

歳　
　
　
　
　

入

１
．
監
査
委
員
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て

　

①
収
入
未
済
額
の
徴
収
に
対
し
、
滞
納

　

者
の
支
払
い
能
力
を
考
慮
し
た
具
体
的    

　

な
計
画
を
基
に
、
厳
し
い
対
応
を
求
め

　

る
。

　

②
平
成
29
年
度
に
職
員
の
事
務
の
ミ
ス

　

が
多
発
し
た
こ
と
に
対
し
、
今
後
は
再

　

発
防
止
策
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
定
住
促
進
住
宅
の
空
室
解
消
に
つ
い

　

て

　

入
居
条
件
に
基
づ
き
、
町
外
か
ら
の
定

　

住
希
望
者
の
み
で
は
な
く
、
町
内
の
入

　

居
希
望
者
の
使
用
も
検
討
す
べ
き
で
あ

　

る
。 決

算
審
査
特
別
委
員
会

審 

査 

意 

見

国　

保　

会　

計

特 

別 

会 

計



　

実
り
の
秋
か
ら
静
か
な
冬
へ
の
変
わ
り
目
、

自
然
の
豊
か
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

今
議
員
任
期
も
後
わ
ず
か
と
な
り
、
最
終

コ
ー
ナ
ー
に
入
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
最
後
の
ゴ
ー
ル
ま
で
数
多
く
の
重
要
な

課
題
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
長
期
的
な
視

点
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
し
て
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い

中
頓
別
町
と
な
る
よ
う
気
を
引
き
締
め
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら

７
日
ま
で
の
３
日
間
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
９
月
６
日
早
朝
に
発
生
し
た
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
よ
り
「
自
然
閉
会
」
と
な
り
、

９
月
18
日
招
集
の
第
６
回
臨
時
会
で
、
平
成

29
年
度
の
町
予
算
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か

を
審
査
す
る
「
決
算
審
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

通
常
の
臨
時
会
と
は
違
っ
た
特
色
あ
る
会
議

で
各
議
員
の
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
来
年

度
の
予
算
編
成
に
活
か
せ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

広
報
編
集
特
別
委
員
会
で
は
、
町
民
の
方

に
議
会
だ
よ
り
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
更
に
、
毎
回
届
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
委
員
全
員
で

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議

会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
寒

い
季
節
を
迎
え
ま
す
の
で
、
ど
う
か
健
康
に

は
十
分
に
気
を
つ
け
て
健
や
か
な
毎
日
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
細
）

編
　
集
　
後
　
記

なかとんべつ町議会だより２０３号 12

１日　天北厚生園開園４５周年記念行事
２日　第４回臨時会
　　　寿スキー場リフトリニューアル工事鍬入式 
３日　北海道町村議会議員研修会（札幌市）
５日　議会広報編集特別委員会
14日　稚内市制施行７０年・開港７０年記念式典
20日　砂金掘体験場安全祈願祭
23日　中頓別神社例大祭御神輿渡御

１日　２０１８Ｎ４５゜酪農祭
４日　長寿園敬老会
５日　第３回定例会（９月７日：自然閉会）
14日　議会運営委員会
　　　中頓別町敬老会
18日　第６回臨時会
　　　決算審査特別委員会
28日　交通安全町民決起大会
30日　町民親睦交流パークゴルフ大会

議会の動き
７月

２日　中頓別町乳牛共進会
４日　北緯45度夏まつり
５日　北海道１５０年記念式典（札幌市）
　　　町内対抗スポーツフェスティバル
17日　第５回臨時会
　　　楢原民之助氏追悼慰霊祭
　　　交通事故死亡者慰霊祭
　　　無縁故者法要
20日　老人クラブ連合会会員物故者追悼法要
　　　議会運営委員会
22日　議会広報研修会（札幌市）
24日　議会運営委員会

８月

９月

14日　中頓別小学校学芸会
21日　中頓別中学校学校祭

10月

　７月３日、北海道町村議会議員研修会が札
幌コンベンションセンターで、全道から議員、
事務局職員約１，８００人が参加して開催さ
れました。
　はじめに、歴史家・作家の加来耕三氏が「
明治維新から１５０年、現在そして未来を考
える」と題し、黒船来航当時の日本の大砲は
最大でも８００ｍしか飛ばなかったが、黒船
の大砲は３キロメートル以上飛び、勝手に浦
賀に入ってきて江戸城に届くことがわかりパ
ニックになった。アヘン戦争でも封建制では
欧米列強の植民地化から独立を守ることがで
きないことを示した。日本人だけが持ってい
る英雄の条件は、人間が飛躍すること。信長
の領地政策は優れたものだったのではないか
などと語られました。
　続いて、日本大学法学部教授の岩井奉信氏
が「現代日本政治と政局のゆくえ」と題し、
日大アメフト部の問題も安倍政権の森友・加
計問題も初期対応が良くなかった。公文書の
書き換えは、大きな課題を残した。以前であ
れば政局の問題となるような案件であるが、
野党の分裂があり追及にも迫力がなかった。
安倍内閣の支持率が下がっても野党の支持率
が上がっていない。日本憲政史上もっとも長
い総理となる可能性がある。
　憲法改正が必要という方は５割以上おり、
緊急事態条項等の必要性は与野党間でかなり
議論されたが９条の改正については与党内に
もいろいろな意見があり簡単ではない。など
と語られました。　
　　　　　　　　　（報告者：長谷川克弘）

全道町村議会議員研修会報告


